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令和４年度第２回芦屋市総合交通戦略推進会議 会議要旨 

 

日   時 令和４年１１月２５日（金）午前１０時～午前１１時３０分 

場   所 芦屋市役所 東館３階 中会議室 

出  席  者 会 長 福島徹 

委 員 絆地真晃（小渕委員代理）、中村規彦、野津俊明、 

初島裕次郎（平尾委員代理）、尾下嘉春、山名孝志、三柴哲也、辻正彦 

事務局 柴田陽子、小栗隆弘、秦沙苗 

事 務 局 都市建設部都市計画課 

 
１ 会議次第 

１ 開 会 

２ 議 事 

(１) 芦屋市総合交通戦略 中間見直しについて 

(２) 市民アンケートの実施について 

３ その他 

４ 閉 会 

 
２ 主な意見等 

（芦屋総合交通戦略 中間見直しについて） 

・施策の方向性や表現について、事業者の取組状況等に応じ、工夫しより分かりやすい表現とする。 

・目標値の設定年次は、各施策の進捗状況、関連計画における設定年次を踏まえ、各事業者と協議し、

設定する。 

・鉄道駅、バス利用者数の目標値は、各交通事業者と協議し、前向きな目標値の設定を検討する。 

・無電柱化の目標値は、実績値が既に当初設定目標値を上回っている。目標値の見直しを関係事業者と

協議検討をする。 

・評価指標のうち間接的な指標として、本業務で行う市民アンケートの結果を用いた新たな項目を設

定する予定。 

・ＪＲ芦屋駅北側での路上駐車車両について、交通安全教育などソフト施策の取組状況を強調する方

向で、記載方法を検討する。 

（その他） 

・公共交通事業者として、芦屋市のポテンシャルを生かしながら、商業施設などを自家用車ではなく歩

いて回遊し、楽しいと思えるまちづくりをすることや、まちのポテンシャルを高めていくためにでき

ることについて意見交換をした。 

（市民アンケートの実施について） 

・「交通環境」に「歩行空間」が含まれることが伝わりにくいため改める。 

・自由記述については、記載例を列挙して回答しやすくする。 

 


